
と
　
き

４
月
15
日
�
午
前
９
時
30
分
〜
正

午（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所

妙
見
創
造
の
森
森
林
公
園

（
宮
地
町
）

対
　
象

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
鳥
に
興
味

の
あ
る
人
、
先
着
40
人

講
　
師

八
代
野
鳥
愛
好
会

参
加
費

無
料

申
込
・
問
合
せ

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
八
代

市
事
務
局（
環
境
課
内
）
�
33
４
１
１
４

と
　
き

５
月
14
日
�
〜
６
月
下
旬
ご
ろ

日
曜
日
を
除
く
午
前
６
時
試
合
開
始

と
こ
ろ

市
民
球
場
、
八
代
一
中
、
八
代
二

中
、
八
代
三
中
、
鏡
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

出
場
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
社
会
人（
定
時
制
や
夜
間
学
生
を
含
む
）

チ
ー
ム
編
成

監
督
ほ
か
選
手
20
人
以
内

（
登
録
選
手
は
Ａ
級
３
人
、
Ｂ
級
５
人
ま

で
。
女
性
可
）、
投
手
は
30
歳
以
上

申
込
み

大
会
申
込
書
２
通
と
参
加
料
一
万

千
円
を
八
代
市
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

４
月
18
日
�
〜
20
日
�
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

※
八
代
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
共
済
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
。

《
抽
選
会
》

と
　
き

４
月
25
日
�
午
後
６
時
〜

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
合
せ

八
代
市
軟
式
野
球
連
盟
�
０
９
０

（
９
５
９
５
）０
１
７
９
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
�
35
０
１
５
０

勤
務
場
所

八
代
市
立
病
院（
妙
見
町
）

職
　
種

看
護
業
務

採
用
予
定
者
数

１
人

採
用
予
定
日

５
月
１
日
�

免
　
許

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

勤
務
形
態

週
30
時
間
、
病
棟
勤
務
（
夜
間

勤
務
あ
り
）

賃
　
金

看
護
師
＝
月
額
十
五
万
千
百
円
、

准
看
護
師
＝
月
額
十
三
万
八
千
円

手
当

夜
間
看
護
手
当
、
夜
間
勤
務
手
当
な
ど

申
込
締
切

４
月
14
日
�

申
込
・
問
合
せ

市
立
病
院
�
33
３
６
２
０

《
パ
ソ
コ
ン
講
座（
午
前
10
時
〜
正
午
）》

▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
…
４
月
10
日
�
〜
13
日
�

（
全
４
回
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー
ル
入
門
…

４
月
17
日
�
〜
20
日
�（
全
４
回
）

▼
エ
ク
セ
ル
入
門
…
４
月
24
日
�
〜
27
日
�

（
全
４
回
）

《
パ
ソ
コ
ン
講
座（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
）》

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
…
４
月
10
日
�
〜
13
日
�

（
全
４
回
）

▼
ワ
ー
ド
入
門
…
４
月
17
日
�
〜
20
日
�

（
全
４
回
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
…
４
月
24
日
�
〜
27

日
�
（
全
４
回
）

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座（
午
後
２
時
〜
４
時
）》

▼
話
し
方
・
マ
ナ
ー
教
室
…
４
月
11
日
�
か

ら
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日（
全
24
回
）

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
本
町
3
丁
目
）

※
各
講
座
の
定
員
や
受
講
料
な
ど
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▼
パ
ソ
コ
ン
講
座
＝
商
政
観
光
課

�
33
４
１
１
５
、
八
代
商
工
会
議
所
�
32

６
１
９
１
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座
＝
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン（
本
町
三
丁
目
商
店
街
振
興

組
合
内
）
�
32
２
６
９
７

と
こ
ろ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

《
パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座
》

と
　
き

４
月
17
日
�
〜
21
日
�

朝
…
午

前
９
時
〜
正
午
、
昼
…
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
、
夜
…
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

30
分

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、W

ord
の
基
礎
、
表
作
成
、
図
形
描
画
な
ど

対
　
象

中
学
・
高
校
生
、
一
般
の
初
心
者

受
講
料

七
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
　
員

各
コ
ー
ス
20
人（
先
着
順
）

《
押
し
花
講
座
》

と
　
き

５
月
１
日
�
〜
10
月
16
日
�
午
後

8火災などの緊急情報は「エフエムやつしろ」の放送でもお知らせしています。



１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
月
２
回
月
曜
日

（
全
12
回
）

講
　
師

清
水
洋
子
氏

定
　
員

20
人

受
講
料

三
千
円（
材
料
費
別
途
）

《
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座
》

と
　
き

５
月
６
日
�
〜
10
月
21
日
�
午
前

10
時
〜
正
午（
全
12
回
）

講
　
師

清
水
洋
子
氏
　

定
　
員

20
人（
先
着
順
）

受
講
料

三
千
円（
材
料
費
別
途
）

申
込
・
問
合
せ

受
講
料
を
添
え
、
直
接
サ

ン
ラ
イ
フ
八
代
�
32
７
１
７
１（
押
し
花

講
座
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座
は
４

月
11
日
�
か
ら
受
付
開
始
）。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

市のホームページアドレス www.city.yatsushiro.kumamoto.jp 市のメールアドレス info@city.yatsushiro.lg.jp9

新
緑
の
季
節
に
海
の
風
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
　
き

４
月
20
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

集
合
場
所

内
港
大
型
船
溜
り

対
　
象

市
内
在
住
の
人

定
　
員

10
人
（
抽
選
）

申
込
締
切

４
月
７
日
�

申
込
・
問
合
せ

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
舟
出
浮
き
に
つ
い
て
の
一
言
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
〒
８
６
６
＝
８
６
０
１
八
代
市
松
江

城
町
１
―
25
八
代
舟
出
浮
き
組
合（
商
政

観
光
課
内
）
�
33
４
１
１
５
�
32
８
９
４

４
へ

月
の
ク
レ
ー
タ
や
土
星
の
輪
、
木
星
の
衛

星
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
天
体
望
遠
鏡
を
作

り
、
10
月
に
星
空
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

４
月
22
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分
（
２
回
目
以
降
は
５
月
、
７
月
、

８
月
に
実
施
）

と
こ
ろ

八
代
工
業
高
等
専
門
学
校

対
　
象

小
学
生
と
保
護
者
15
組

※
５
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
こ
と

参
加
費

無
料

募
集
期
間

４
月
３
日
�
〜
７
日
�

申
込
・
問
合
せ

八
代
工
業
高
等
専
門
学
校

総
務
課
�
53
１
３
９
０

備　考

パソコン各自持参

月1,500円

人数

15

15

時　間

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

曜日

水

木

クラブ名

パソコン

ヨ　ガ

備　考

材料代月2,500円

花代月3,000円

日常的な毛筆

初心者用手話

月1,000円

手本代7,700円

着物各自持参

お茶菓子代月700円

粘土代 6,500円
各１０回コース

人数

15

15

15

15

15

15

30

15

15

15

30

30

時　間

１８:３０～２１:００

１８:３０～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

２０:００～２２:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:３０

１９:００～２１:３０

曜日

月

火

月

火

火

水

水

木

木

金

金

金

講座名

料　　理

実用書道

手　　話

バドミントン

ペン習字

着物着付

茶　　道

小原流

池　坊
華
道

自 主 ク ラ ブ

前半5～7月

後半7～9月
陶
芸

勤労青少年ホームは、働く若者が仕事の余暇を
利用し、クラブ活動などで交流を深めると共に、
各種講座で教養を身につけるところです。
対　象 市内在住または市内の事業所（農業・漁
業・自営業などを含む）に勤務する満１５歳～３５
歳の男女

利用方法 当館備え付けの利用証交付申請書で登
録し、２,０００円（傷害保険料、利用者友の会費、
運営費）を添えてお申し込みください。なお、講
座受講希望者は当館にある講座申込書を提出し
てください。

開館時間 １３：００～２１：００
休 館 日 土・日曜日、祝日、年末年始
受　　付 ４月２１日�まで
問 合 せ 勤労青少年ホーム�３３－２３８３



と
　
き

４
月
12
日
�
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
古
城
町
）

持
参
品

写
真
、
印
鑑
、
郵
便
局
か
肥
後
銀

行
の
通
帳
、
会
費（
二
千
四
百
円
）

対
　
象

市
内
在
住
で
概
ね
60
歳
以
上
の
働

く
意
欲
の
あ
る
人

※
坂
本
町
、
鏡
町
、
千
丁
町
、
泉
町
、
東
陽

町
に
つ
い
て
も
受
付
で
き
ま
す
。

問
合
せ

�
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
33
２
７
１
１

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ル

カ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
、
自
然
の

中
で
家
族
の
絆
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

５
月
３
日
�
午
前
10
時
〜
４
日
�
正
午

と
こ
ろ

熊
本
県
立
天
草
青
年
の
家

対
　
象

家
族
120
人（
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費

三
千
円（
食
事
代
、
保
険
料
な
ど
）、

未
就
学
児
は
二
千
二
百
円

申
込
締
切

４
月
19
日
�
必
着

申
込
・
問
合
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
参

加
す
る
家
族
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
学
校
名（
学
年
）、
年
齢
、
電
話

番
号（
返
信
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、
氏
名
）

を
明
記
し
、
〒
８
６
１
＝
６
１
０
２
上
天

草
市
松
島
町
合
津
５
５
０
０
熊
本
県
立

天
草
青
年
の
家
�
０
９
６
９（
５
６
）１
６

５
０
へ

広告の内容に関する問い合わせは、各事業所へ 10

に ほ ん ご こ う ざ じ ゅ こ う せ い ぼ しゅう

The City Hall is now offering a Japanese
conversation course weekly, on Tuesday nights from
April 18th to June 27th (10 lessons) for foreigners
living or working in Yatsushiro city. In this course
everyday language for purposes such as self-
introduction, shopping, sickness, as well as concepts
such as time and days of the week will be
introduced. The course is ideally suited for those
who want to learn useful Japanese for living in
Yatsushiro and Japan as beginners.
For more information or an application, please

inquire at the International Exchange Section of the
City Hall. �３４－１０９０�３２－８９４４

在留外国人
ざいりゅうがいこくじん

のみなさん、日
に

本
ほん

語
ご

会
かい

話
わ

を習
なら

ってみませんか!

と　き 4月
がつ

18日
にち

～6月
がつ

27日
にち

の毎
まい

週
しゅう

火
か

曜
よう

日
び

19：00～21：00(計
けい

10回
かい

)

※5月
がつ

2日
にち

�は休講
きゅうこう

ところ 太
おお

田
た

郷
ごう

公
こう

民
みん

館
かん

（八
やつ

代
しろ

市
し

井
いの

上
うえ

町
まち

601－1）

対
たい

象
しょう

八代市内
やつしろしない

に在住
ざいじゅう

または在勤
ざいきん

する外国人
がいこくじん

や日
に

本語
ほんご

を母
ぼ

語
ご

としない人
ひと

定
てい

員
いん

先着
せんちゃく

20人
にん

（初
しょ

心
しん

者
しゃ

優
ゆう

先
せん

）

受講料
じゅこうりょう

500円
えん

（別途
べっと

テキスト代
だい

必要
ひつよう

）

※詳
くわ

しくは問
と

い合
あ

わせください。

講
こう

師
し

石
いし

田
だ

喜
き

美
み

子
こ

氏
し

(熊本
くまもと

ＹＭＣＡ日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

科
か

講
こう

師
し

)

内
ない

容
よう

簡単
かんたん

な日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

など

申込
もうしこみ

･問合
といあわ

せ 4月
がつ

11日
にち

�までに秘
ひ

書
しょ

課
か

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

係
かかり

�34－1090�32－8944へ



試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
第
１
類
〜
６
類
、

丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

受
付
期
間

４
月
20
日
�
〜
26
日
�

願
書
請
求
先

最
寄
り
の
消
防
本
部
ま
た
は

�
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

願
書
提
出
先
・
問
合
せ

〒
８
６
２
＝
０
９

７
６
熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号
熊

本
県
教
育
会
館
内
�
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
�
０
９
６（
３
６
４
）

５
０
０
５
、
０
９
６（
３
６
４
）７
６
１
０

民
間
団
体
や
地
域
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
福
祉

活
動
事
業
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業（
地
域
福
祉
の
推
進
に
寄
与
す
る
事
業
）

▼
在
宅
福
祉
な
ど
の
普
及
お
よ
び
向
上
を
図

る
た
め
の
事
業

▼
健
康
お
よ
び
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
を
促
進
す

る
た
め
の
事
業

助
成
金
は
補
助
金
交
付
対
象
事
業
に
要
す

る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
金
額
で
、
一
団

体
に
つ
き
五
十
万
円
が
限
度
で
す
。
な
お
、

国
・
県
な
ど
の
補
助
を
受
け
て
い
る
事
業
は

除
き
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
３
日
�
〜
28
日
�

問
合
せ

障
が
い
福
祉
課
�
35
０
２
９
４

調
理
師
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
の
国
家
資
格
で
、
す
し
料
理
・
中
国
料

理
・
給
食
用
特
殊
料
理
を
実
施
し
ま
す
。
合

格
者
に
は
、
調
理
師
学
校
教
員
の
資
格
も
与

え
ら
れ
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
10
日
�
〜
５
月
８
日
�

実
技
試
験

７
月
18
日
�
〜
８
月
18
日
�

※
い
ず
れ
か
一
料
理
の
み
受
験
可

学
科
試
験

７
月
24
日
�

※
受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
書
請
求
・
問
合
せ

〒
１
０
７
＝
０
０

５
２
東
京
都
港
区
赤
坂
７
―
10
―
９
第
四

文
成
ビ
ル
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ

ン
タ
ー
�
０
３（
３
５
８
４
）１
９
３
１

受
付
期
間

４
月
３
日
�
〜
12
日
�

試
験
日

Ⅰ
種
一
次
…
５
月
７
日
�

Ⅱ
種
一
次
…
６
月
11
日
�

※
二
次
試
験
も
あ
り
ま
す
。

◆
Ⅰ
種
試
験：

大
学
卒
業
程
度

資
　
格

①
昭
和
48
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
②
昭
和
60
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
、
大
卒
者
も

し
く
は
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
大
卒
見
込

み
の
人
、
ま
た
は
防
衛
庁
が
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
た
人

◆
Ⅱ
種
試
験

資
　
格

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
②
昭
和
60
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
、
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
も
し
く

は
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
、
ま
た
は
防
衛
庁
が
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
た
人

資
料
請
求
・
問
合
せ

〒
８
１
２
＝
０
０
１

３
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
―
10
―
７

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
�
０
９

２（
４
８
３
）８
８
１
５

消
防
法
第
13
条
の
５
条
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
18
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き

６
月
11
日
�

試
験
地

熊
本
市
、
八
代
市
、
玉
名
市

11 ポータルサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com

人口と世帯

人　口 139,145人

男 65,239人

女 73,906人

世帯数 50,303世帯

平成18年2月末現在



補
助
基
数
・
回
数
…
住
宅
１
戸
に
つ
き
１
基

◆
水
質
検
査
補
助

補
助
額
…
１
項
目
に
つ
き
千
円

補
助
回
数
…
１
井
戸
に
つ
き
年
２
回
ま
で

※
補
助
対
象
地
域
や
対
象
者
、
対
象
物
質

（
６
種
）な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

詳
し
く
は
、
環
境
課
�
33
４
１
１
４
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
、
納
税
者

の
皆
さ
ん
が
縦
覧
帳
簿
（
土
地
価
格
・
家
屋

価
格
な
ど
）を
縦
覧
し
、
ほ
か
の
土
地
や
家

屋
の
価
格（
評
価
額
）と
比
較
し
て
、
自
己

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
た

だ
し
、
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
名
は
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。（
縦
覧
帳
簿
記
載
事
項
以

外
の
課
税
内
容
の
詳
細
は
、
物
件
の
所
有
者

の
同
意
が
必
要
で
す
。）

土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
土
地
の

み
、
家
屋
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
家
屋

の
み
、
両
方
所
有
し
て
い
る
人
は
両
方
を
縦

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
申
告
課
税

の
た
め
、
縦
覧
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
覧
期
間

４
月
３
日
�
〜
５
月
31
日
�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ

▼
市
内
全
域
分
＝
本
庁
資
産
税
課

▼
各
支
所
管
内
分
＝
各
支
所
市
民
環
境
課

（
鏡
支
所
は
地
域
振
興
課
）

縦
覧
対
象
者

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納

�
０
９
６（
３
８
５
）３
３
０
０

月
…
思
春
期
の
う
つ
病

火
…
中
年
期
の
う
つ
病

水
…
老
年
期
の
う
つ
病

木
…
本
当
は
怖
い
、
は
ぎ
し
り
、
く
い
し
ば

り
金
…
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
万
能
か

土
・
日
…
性
行
動
と
妊
娠
に
つ
い
て
（
性
教

育
シ
リ
ー
ズ
⑥
）

問
合
せ

熊
本
県
保
険
医
協
会
�
０
９
６

（
３
８
５
）３
３
３
０

博
物
館
で
は
、
特
別
展
示
室
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
提
供

し
て
い
ま
す
。
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
、

書
道
な
ど
作
品
展
示
の
会
場
と
し
て
有
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

平
成
18
年
度
後
期（
平
成
18
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
19
年
３
月
31
日
）の
利
用
申
し
込

み
は
、
４
月
１
日
�
か
ら
博
物
館
事
務
所
で

受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ

八
代
市
立
博
物
館
�
34
５
５
５
５

平
成
18
年
度
の
一
筆
地
調
査（
現
地
立
会
）

を
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
地
域
内
の
土
地
所
有
者
、
利
害

関
係
者
ま
た
は
代
理
人
の
立
ち
会
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
平
成
18
年
度
一
筆
地
調
査
地
域
》

▼
昭
和
明
徴
町
字
会
通
、
昭
和
明
徴
町
字
共

栄
、
昭
和
日
進
町
字
会
通
、
昭
和
日
進
町

字
共
栄
、
郡
築
十
一
番
町
、
郡
築
十
二
番

町
、
古
閑
浜
町
産
島
地
区

▼
坂
本
町
鮎
帰
（
い
・
ろ
・
は
）
の
一
部
、

鮎
帰（
い
・
は
・
に
）の
一
部

▼
鏡
町
内
田
字
登
壌
、
競
田
、
進
来
、
龍
宮
、

稲
雲
、
弥
栄

▼
東
陽
町
字
皈
り
坂
、
長
迫
、
仁
田
尾

▼
泉
町
仁
田
尾
字
奥
小
原

問
合
せ

地
籍
調
査
課
�
30
１
６
６
１
、
各

支
所
産
業
振
興
課

飲
用
に
適
さ
な
い
地
下
水
な
ど
を
浄
化
す

る
た
め
に
、
家
庭
用
の
浄
水
器
を
設
置
ま
た

は
水
質
検
査
を
希
望
す
る
世
帯
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
浄
水
器
設
置
補
助

補
助
額
…
浄
水
器
の
購
入
・
設
置
費
の
２
分

の
１（
上
限
十
五
万
円
）

12火災などの緊急情報は「エフエムやつしろ」の放送でもお知らせしています。



税
者
の
代
理
人
、
納
税
管
理
人

※
た
だ
し
、
納
税
者
と
同
居
の
親
族
や
納
税

者
本
人
以
外
の
場
合
は
委
任
状
、
ま
た
は
納

税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
、

ま
た
は
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）

※
次
の
場
合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

①
八
代
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な

い
場
合
②
資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
、
固

定
資
産
が
課
税
さ
れ
な
い
場
合（
免
税
点

未
満
）③
制
度
の
趣
旨
以
外
の
目
的
で
縦

覧
す
る
場
合

問
合
せ

資
産
税
課
�
33
４
１
０
８

固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧
は
、
納
税
義
務

者
が
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、
自
己
の

資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
借
地
人
、
借
家
人
な
ど
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
証
明
書
交
付
対
象
者

納
税
義
務
者

本
人
、
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
、
賦
課
期

日
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人
、
固
定

資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
管
財

人
な
ど
、
ま
た
は
以
上
の
人
の
代
理
人

必
要
書
類

▼
閲
覧
＝
納
税
通
知
書
、
課
税

明
細
書
、
ま
た
は
本
人
と
確
認
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
借
地
人
・
借
家

人
は
賃
貸
借
契
約
書
、
賦
課
期
日
後
に
取

得
し
た
人
は
登
記
済
証
な
ど
が
必
要
、
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
ま
た
は
納
税
通

広告の内容に関する問い合わせは、各事業所へ13

知
書
、
課
税
明
細
書
▼
証
明
書
交
付
＝
印

鑑
、
当
該
資
格
を
証
す
る
書
類
、
賦
課
期

日
後
に
取
得
し
た
人
は
登
記
済
証
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

と
こ
ろ

▼
閲
覧
…
資
産
税
課
▼
証
明
書
交

付
…
市
民
税
課

費
　
用

▼
閲
覧
…
４
月
３
日
�
か
ら
５
月

31
日
�
ま
で
は
無
料
、
６
月
１
日
�
か
ら

三
百
円
（
１
件
）▼
証
明
書
交
付
…
三
百

円（
１
枚
）

閲
覧
・
証
明
書
交
付
期
間

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

問
合
せ

▼
閲
覧
…
資
産
税
課
�
33
４
１
０

８
、
各
支
所
市
民
環
境
課（
鏡
支
所
は
地

域
振
興
課
）▼
証
明
書
交
付
…
市
民
税
課

�
33
４
１
０
７
、
各
支
所
市
民
環
境
課

（
鏡
支
所
は
地
域
振
興
課
）

県
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
や
解
雇
な
ど
労
働

者
個
人
と
使
用
者
の
間
に
お
こ
る
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局
�
０

９
６（
３
３
３
）
２
７
５
３

鯉
の
ぼ
り
を
設
置
す
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
立
て
る
。

◆
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
時
や
倒
す

時
は
、電
線
に
触
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

も
し
も
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た

場
合
は
、
感
電
の
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で

す
の
で
、
九
州
電
力
�
八
代
営
業
所
�
32
２

１
７
１
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
内
に
は
、
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
集

落
跡
、
古
墳
、
室
町
時
代
や
江
戸
時
代
の
城

跡
、
明
治
時
代
の
樋
門
や
堤
防
跡
な
ど
、
三

百
を
超
え
る
遺
跡
が
あ
り
ま
す（
平
成
18
年

３
月
末
現
在
）。

こ
の
よ
う
な
遺
跡
の
中
で
工
事
な
ど
を
行

う
場
合
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
届
出

な
ど
が
必
要
で
す
。
工
事
予
定
地
が
遺
跡
に

含
ま
れ
て
い
る
か
、
事
前
に
文
化
課
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

文
化
課
�
35
２
０
２
１

納付場所 本庁・各支所・各出張所、市内
の銀行・信用組合・信用金庫・労働金
庫・農業協同組合

と　き 4/6（木）、13（木）、20（木）、27（木）
18:00～20:30
4/23（日）9:30～12:00

ところ 本庁１階納税課



市
町
村
合
併
に
伴
い
、
地
籍
調
査
後
の
課

税
の
取
扱
い
を
統
一
す
る
た
め
、
合
併
協
議

の
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
登

記
さ
れ
た
新
地
積
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

資
産
税
課
�
33
４
１
０
８
、
各
支

所
市
民
環
境
課（
鏡
支
所
は
地
域
振
興
課
）

４
月
29
日
�
は
、
祝
日（
み
ど
り
の
日
）

で
す
が
、
旧
八
代
市
域
で
の「
燃
え
る
ご
み
」

は
、
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

ま
た
、
５
月
４
日
�
（
国
民
の
休
日
）分

の「
資
源
の
日
」は
、
４
月
29
日
に
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
各
支
所
管
内
の
ご
み
収
集
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
一
般
搬
入
の
受
け
入
れ
は
し
ま
せ
ん
。

《
ご
み
は
分
別
を
！
》

燃
え
る
ご
み
の
中
に
空
ビ
ン
・
空
き
缶
な

ど
の
資
源
物
を
混
入
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
資
源
物
は「
資
源
の
日
」に
分
別
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
は
「
資
源
の

日
」
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
処
理
方
法
な
ど
詳

し
く
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
�
32
４
６
７
５
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
自
立
支
援
の
た
め

の
会
（
た
ま
ご
の
会
）》

と
　
き
　
４
月
15
日
�
午
後
２
時
〜
５
時

と
こ
ろ

八
千
把
公
民
館

対
　
象

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も

を
持
つ
親
や
関
係
者

※
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

《
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
親
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
と
相
談
会
》

と
　
き
　
４
月
23
日
�
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
八
代
教
育
会
館（
大
手
町
１
丁
目
）

対
　
象

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も

を
持
つ
親
や
関
係
者

費
　
用

セ
ミ
ナ
ー
…
五
百
円
、
個
別
相
談

…
三
千
円（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ

人
権
政
策
課
�
32
７
０
５
９

信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
率
が
、
現
在
の

相談項目

行政よろず相談

消費生活相談

人権・心配ごと相談

司法書士法律相談

建築相談

税務相談

行政手続相談

身体障害者相談

社会保険労務相談

婦人・児童の
悩みごと相談

母子自立支援相談

市民生活相談

相談項目

弁護士法律相談

と　き

毎週月曜
10：00～15：00

毎週火・木・金曜
10：00～15：00

毎月第１金曜
10：00～15：00

毎月第２月曜
10：00～15：00

毎月第２木曜
13：00～15：00

毎月第３水曜
10：00～12：00

毎月第３水曜
13：00～15：00

毎月第３木曜
10：00～15：00
毎月第４金曜
10：00～12：00

月曜～金曜
8：30～17：00

月曜～金曜
8：30～17：00

月曜～金曜
9：00～16：00

と　き

毎月第４金曜
10：00～15：00

相談員

行政相談委員

消費生活相談員

人権擁護委員

司法書士

八代建築設計
監理協会

税理士

行政書士

身体障害者
福祉協議会

社会保険労務士

婦人相談員
家庭児童相談員

母子自立相談員

市嘱託相談員

相談員

弁護士

ところ・問合せ　市民相談室（市役所１階）
�３３－４４５２

ところ・問合せ　八代市社会福祉協議会
�３２－２８０７

14広告の内容に関する問い合わせは、各事業所へ



原
則
１
・
３
５
％
の
一
律
保
証
料
率
か
ら
年

０
・
５
％
〜
２
・
２
％
の
９
段
階
の
保
証
料

率
体
系
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
中
小

企
業
者
の
経
営
状
況
に
応
じ
た
保
証
料
率
が

決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
資
金
調
達
コ
ス
ト

の
軽
減
や
公
的
保
証
が
受
け
や
す
く
な
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
熊
本
県
信
用
保
証
協
会
八
代

支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
証
料
率
の
弾
力
化
対
象
外
の
保
証
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

熊
本
県
信
用
保
証
協
会
�
０
９
６

（
３
２
５
）
３
２
２
１
、
八
代
商
工
会
議

所
�
32
６
１
９
１
、
商
政
観
光
課
�
33
４

１
１
５

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
交
通
安
全
講
習
会
を
行
い
、
交
通
安
全
、

防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

と
　
き

４
月
７
日
�
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
　
象

新
一
年
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、

約
500
人

内
　
容

新
一
年
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
腹
話
術
に
よ
る
講
習
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
（
白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
、
ユ
ッ
ピ
ー
ぬ

い
ぐ
る
み
、
写
真
撮
影
な
ど
）、
交
通
安

全
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

※
入
場
無
料
で
新
一
年
生
に
は
、
交
通
安
全

グ
ッ
ズ
ま
た
は
文
房
具
な
ど
を
贈
呈
。

問
合
せ

生
活
安
全
課
�
33
４
１
１
２

八
代
警
察
署
�
33
０
１
１
０

《
４
月
６
日
�
〜
15
日
�
》

統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
高
齢
者
　
あ
な
た
の
マ

ナ
ー
で
防
ぐ
事
故
」

《
運
動
の
基
本
》

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

《
重
点
目
標
》

▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

人
も
車
も
自
転
車
も
、
必
ず
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

歩
行
者
は
、
反
射
材
を
利
用
し
て
、
自
分

を
守
り
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ

生
活
安
全
課
�
33
４
１
１
２
、
八

代
警
察
署
�
33
０
１
１
０

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に
必
要
な

書
類
を
４
月
１
日
�
ま
で
に
事
業
主
へ
送
付

し
ま
す
。
そ
の
後
、
５
月
10
日
�
か
ら
22
日

�
ま
で
に
県
内
各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催

し
ま
す
。
集
合
受
付
会
で
申
告
す
る
場
合
は

「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
熊
本
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
室
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
、
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
で
も
申
告
・
納
付
で
き
ま
す
。

年
度
更
新
を
怠
る
と
、「
国
」
で
保
険
料
を

決
定
す
る
ほ
か
、
追
徴
金
が
課
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
申
告
・
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

い
て
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
で
す
。
労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を

済
ま
せ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
し
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

�
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

新
市
に
お
け
る
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
住
民
を
対
象
と
し
た
郵
便
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
票
は
、
３
月
末
に
配
布
し
ま
す
の
で

４
月
10
日
�
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

市
内
在
住
の
16
歳
以
上
の
人
（
無

作
為
抽
出
三
千
人
）

内
　
容

情
報
機
器
保
有
状
況
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
状
況
な
ど

問
合
せ

情
報
推
進
課
�
33
４
１
０
３

毎
週
日
曜
日
に
蛇
篭
船
溜
り
で
行
わ
れ
て

い
る
「
さ
か
な
の
朝
市
」
は
、
４
月
か
ら
開

始
時
間
が
午
前
６
時
に
変
わ
り
ま
す
。

問
合
せ

八
代
漁
業
協
同
組
合

�
37
１
７
５
７

15 広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。
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（代）

編
集
と
発
行
〒
８
６
６
＝
８
６
０
１

八
代
市
役
所
企
画
財
政
部
広
報
広
聴
課
�
33
４
１
１
１

印
刷
　
�
緒
方
印
刷
所

広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。

７
、市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
�
33
４
４
５
２
、

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
�
０
９
６（
３
５
４
）

４
８
３
５

水
俣
病
公
式
確
認
50

今
年
は
水
俣
病
公
式
確
認
50
年
で
す
。
水

俣
病
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
々
へ
祈
り
を
捧

げ
、
地
域
の
再
生
を
誓
う
た
め
に「
水
俣
病

犠
牲
者
慰
霊
式
」を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

５
月
１
日
�
午
後
１
時
30
分
〜

（
雨
天
決
行
）

消
火
器
の
不
適
正

消
火
器
の
不
適
正
な
点
検
や
高
額
請
求
の

被
害
が
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
点
検
を

承
諾
す
る
前
に
契
約
業
者
で
あ
る
か
を
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

《
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
》

▼
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を
求
め
る

▼
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る

▼
契
約
書
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い

問
合
せ

八
代
広
域
消
防
本
部
�
32
９
２
２

合併後、毎月2回（1日号と15日号）
発行してきました「広報やつしろ」
は、5月から毎月1回（1日号のみ・
32Ｐ予定）の発行に変更します。
市の情報源として、市ホームペー

ジやケーブルテレビなどの広報媒体
とあわせ、これまで以上に充実した
情報をお伝えします。
問合せ　広報広聴課�33-4101

俳聖・松尾芭蕉が「宗因がいなければ、これまでの俳諧の流
れは生まれなかった」と評した西山宗因（1605～82）は、肥後熊
本に生まれ、15歳で八代城代加藤正方に仕え、青年期を八代で
過ごしました。加藤家改易により寛永10年に八代を離れ、その
後は京都・大坂で連歌師として活躍し、軽妙・斬新なセンスあ
ふれる作風で全国的な人気を得ました。また、俳諧師としても
談林派といわれる新風をおこし、井原西鶴ら個性的な俳人を育
て、若き日の芭蕉にも多大な影響を与えた人物として有名です。
本展では、昨年宗因の生誕400年を迎えたことを記念し、西

日本各地に伝わる宗因自筆の短冊・連歌懐紙・色紙・書簡など
の優品を一堂に紹介します。

ほとんどが九州初公開となる、西鶴や芭蕉の自筆作品（短
冊・懐紙・絵画・書簡など）も展示。中でも、芭蕉自筆の名品
「ふる池や」句短冊(財団法人柿衞文庫所蔵)と『野ざらし紀行』
（天理大学附属天理図書館所蔵）の2点は、4月21日(金)～5月5日
(金) の期間限定で公開します。お見逃しなく！

◆4月23日（日）「宗因から芭蕉へ」
講　師 石川真弘氏（大阪樟蔭女子大学名誉教授）
◆4月30日（日）「連歌から俳諧へ」
講　師 鈴木元氏（熊本県立大学文学部助教授）
◆5月21日（日）「『肥後道記』の世界」
講　師 尾崎千佳氏（山口大学人文学部助教授）

※
黙
と
う
は
、
午
後
１
時
40
分
〜
（
県
内
一
斉
）

と
こ
ろ

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地

問
合
せ

水
俣
市
環
境
対
策
課
�
０
９
６
６

（
６
１
）１
６
１
２

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
選
挙

平
成
18
年
３
月
19
日
�
執
行
の
八
千
把
地

区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
選
挙
に
つ

い
て
は
、
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無
投

票
と
な
り
、選
挙
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ

区
画
整
理
課
�
33
４
１
２
４

観覧料 一般500円　高大生300円　中学生以下無料
※20人以上は2割引　　　　　

開館時間 9:00～17:00（入館は16:30まで）
休館日 毎週月曜日　※5月5日（金・祝）は無料開放日

※聴講希望者は申し込みが必要です
（各講座14：00～15：30 無料　定員45人）
ところ くまもと県民交流館パレア会議室4（熊本市手取本町テトリアビル4階）

講師：鳥津亮二八代市立博物館学芸員　

講師：川平敏文氏（熊本県立大学文学部助教授）

講師：島田真祐氏（財団法人島田美術館館長）
申込締切 4月21日(金)必着（申し込み多数の場合は抽選）
申込先・問合せ ハガキやEメールで、氏名・住所・年齢・電話番
号を明記し、下記まで送付ください（電話申込可）。
〒860-8554 熊本市手取本町8-9 くまもと県民交流館パレア内
熊本県生涯学習推進センター「西山宗因特別講座」係
�096-355-4312、Eメール manabi@pref.kumamoto.lg.jp 

西山宗因画像（八代市立博物館所蔵） ▼

そ う い ん ば し ょ う


